
利用者負担に関して、仮に負担が求められる場合でも本人の所得を基礎と

した応能負担を原則とすることざ

(基本法改正に当たつて政府に求める事項に関する意見)      |

○ 障害者が地域社会において生活する上そ必要とする支援が手
~ズに応じ

て障暑著に提供されるよう必要な施策を講ずるとともに、障害者の拘域移

行を計画的に推進すること。

2)労働及び雇用

(推進会議の認識)

【労働施策と福祉施策の二体的展開による労働の権利の保障】    ‐ |
早般就労において、障害者の就業率ゃ賃金などの労働黍件は、障害のない

|

者人と比べかなり劣悪である。一方、福祉的就労におぃては労働あ実態があ
|

るにもかかわ らず、多くの障害者が一撃労働法規の対象外とされ、通常の労
|

働条件を確保する展望もない状況に置かれている。            |

こうした現状を改善するために
1ま 、、現在は分立 している労働施策と福祉施

|

策を下体的に展開できる仕組みを創設 しt必要な支援によつて労働能力が十
1

分に発揮され、働 くことを希望する障害者が可能な限 り働 く場から排除され
|

ることなく一般労働法規の対象となる事うにすべきである。これによりt労
|

働者としての権利が保障され、↑正かつ良好な労働条件、安全かつ健康的な
|

作業条件、人権侵害を含む苦情に対する救済制度の十で、障害者が安心して
|

働くことができるようにする必要がある。          |     |
併せそ、生計を維持するための資金神填などによって所得が保障されるよ

|

う、適切な措置が講じられるべきである。

【合理的配慮等の提供に与る雇用及び労働の質の向上】 |    ‐

進害あ種類、程産にかがわらずt働 く主とを希望するすべての障害者が差

別されることな く障害のない者人と平等に就職:職の維持や昇進、昇給、復

職などがで書るよう、職場におt(て事業所が ら適切 :な 合理的配慮が行われる
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また、労働能力を向上させるために必要な支援 (職業生活を維持、向上す

るための人的、物的及び経済的支援や生活支援、通勤を含む移動支援、コミ

ュニケーション支援を含む。)が行われることが必要であり、これにより、障

害者の雇用及び労働における処遇や技能の向上を図るべきである:    i

【雇用義務の対象拡大と職業的困難さに基づく障害程度の認定】

現在は、障害者雇用義務の対象は身体障害者と矢ゴ的障害者に限定されてい

るが、その対象を、精神障害者を含むあらゆる種類の障害者に拡大するべき

である。また、障害者雇用にかかる障害程度の認定は、機能障害ではなく職

業的困難さに基づいて行うべきである。

【二般の職業紹介サービス等の利用】       :
障害者が障害のない者人と平等に労働及び雇用に参加できるよう、個別の

二一ズに応じた適切な職業紹介サービス等の提供を確保するためには、限ら

れた特定の機関で提供される障害者を対象とした特別な職業紹介サービス等

が提供されるだけではなく、身近にある一般市民を対象とした身近にある通

常の職業紹介サービス等がを障害者に著うてインクルこ■ヴで子クセ■リリ与

でも等しく利用できるようにしなければならない。また、生涯にわたリキヤ

リア形成の機会が確保されなければならない。

【多様な就業の場の創出及び必要な仕事の確保】

障害者が 自由に選択 し、又は納得できる労働 につけるよう、企業や公共機

関での雇用に加え、自営・起業:社会的事業所や協同組合での就業、並びに
|

在宅就労等を含む、多様な就業の場が創出されると共に、そこで就業する障 |

害者が生計を立てうる適切な仕事を安定確保するための仕組みが整備されな |

ければならない。            |

以上を踏まえ、基本法には次の観点を盛り込むべきである。

・ 労働施策と福祉施策を一体的に展開する仕組みを整備することにより、 |

可能なかぎり障害者が障害のない者△と平等にす般労働法規の適用が受け
|

られるようにするとともに、生計の維持可能な賃金の確保などのために必
|
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,~~~~~~~~~― ―
「

――~~~~~― ――――――――――――――――――~― ‐――~― ―-1-「
「
~~~~~~~~

1 要な率援を零けら4ぅようにす,干 ≒?

口1働 く1場での合理的配慮及び必要な支援として:障ぎに応じた職場環境キ

労働条件の整備:ジ ヨブコーチや介助者等め人的支援の配置でコミ■ニケ

∵シ当ン支寝などの支援を受けらわるようにすることにより、障害煮が障

害のない人者 と平等に雇用さ4、 働 くことができるようにすること。

・ 障1害者の体職求職、昇準及び復職に関し必要な措置を講ずること。

・ 障害者雇用義務の対象を知的障害、身体障害からt他のあらゆる障害|こ

拡大すると共に、職業上の困難さに着目した障害認定を行うために必要な

措置を講じずること。

日 障害者が障害のない△者と平等に、職業紹介等のサービスを利用できう

ようにすること。

・ 障害者に対し、障害のない人者と平等に多様な就業の場が整備され、ま

た生計を立てうる適切な仕事が安定的に確保される仕組みが整備されるこ

と。

(基本法改正に当たつて政府に求める事項に関する意見)

○ 障害者が合理的配慮を受けることにより、障害のない者と平等に働く機

会が確保されるよう、必要な施策を講ずること。   ‐

○ 障害者が多様な就業の場における仕事により、年計を立てる機含が確保

されるよう、必要な施策を講ずること。

○ .障害者の雇用に係る施策を講ずるた当たつでは、長動にわたり1職業生

活に相当の制限を受け、又は職業年活を営むことが著しく困難であると認

められる障害者が、その対象に含まれるようにする手と。
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3)教育      ‐

(推進会議の認識 )

日本における障害者に対する公教育は特別支援教育によつて行われてお

りt法制度として就学先決定にあたっては、基準に該当する障害のある子ど

もは特別支援学桜に就学する原則分離男1学の仕組みになつている。障害者権

利条約は、障害のある子どもとない子どもが共に教育を受けるインクル■シ

ブ教育制度の構築を求めており、こうした観点から、1現状を改善するために

以下を実施することが必要である。

【インクルーシブな教育制度の構築】

人間の多様性を尊重しつつ、精神的 口身体的な能力を可能な最大限度まで

発達させ、自由な社会に効果的に参加するとの目的の下、障害者が差別を受

けることなく、障害のない人と共に生活し、共に学ぶ教育 (イ ンクルーシブ

教育)を実現することは、互いの多様性を認め合い、尊重する土壌を形成し、

障害者のみならず、障害のない人にとつても生きる力を育むことにつながる。

また、義務教育だけでなく、就学前の教育、高校や大学における教育t就

労に向けた職業教育や能力開発のための技術教育、生涯学習教喜等にっいて

も、教育の機会均等が保障されなければならない。 ―

【地域における就学と合理的配慮の確保】       :
障害のある子どもは、障害のない子どもと同様に地域の小 日中学校に就学

し、かつ通常の学級に在籍することを原則とし、本人 口保護者が望む場合に

加え、ろう者、難聴者又は盲ろう者にとつて最も適切な言語やコミ三ニケー

ションの環境を必要とする場合には、特別支援学校に就学し、又は特別支援

学級に在籍することができる制度へと改めるべきである。

したがって、「障害の状態に応じ、十分な教育が受けられるようにする」と

いう現行の規定は、障害め種類と程度によって就学先が決定されることを許

容しtイ ンクルーシブな教育制度と矛盾する恐れ
｀
があるため改められるべき

である。   |                ‐ |

障害のある子どもが小・中学校等 (と りわけ通常の学級)に就学した場合

に、451え ばわかりやすい授業や教材、必要なコミュニケーション、学校にお

ける移動支援、医療的ケア等、その他各人のニーズに応じた合理的配慮が提
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― ― ― ― ― ‐ ― ― ~~― ― ― ― ― ‐ ― ― ~~― ― ― ― ― ‐ ― ~~~― ― ― ― ― ― ― ― ~~― ― ― ~~― ― ― ― ~~~~~~― ― ― ― ~― ― ― ― ~― ― ― ― ~― ― -1

1供 されなければならない。当該学校の設置、者は、追加的な教職員配置や施設 "|

設備の整備等の条件整備を行うために計画的に必要な措置を講ずるべきであ
|

る :

【学校教合におIチ る多様な当ミユニケーシヨン手段の保障】
｀
手話 =点字「補聴援助 1要約筆記等による教育、発達障害、知的障害等の

享どもの暮佐|三 応した教育を実現するため、ろう者を含む手話に通じた教員

や視覚障害者を含む点字IF通 じた教彙、手話通訳者、要約筆記者等の確保や、

教員の専門性向上に必要な措章を詳ずるべきである。     1
さらに、教育現場において、二

本ひとりの三十ズに基づき、あらゆる障害

の特性に応じた甲ミ三ニケ下シヨン手段を確保するため、教育方法の工夫菫

改善二重二重型豊重塗二重塾土立二二摯全二
=立

壼菫型豊2堡堕守必要な措

置を講ずるべきである。       |:

′
【交流及び共同学習】     |
交流及び共同学習には、様々な形態がある。例えばt特別支援学校 と小・

中学校等の間で行う学校間交海、特別支援学級と通常学級との学校内での卒

流、居住地の学校で行う居住地校交ォ、地域の人々との地域交流等があり、

それぞれ、直接
二緒に活動する直接交流とt手紙や ビデオテープの交換等を

介 して行う間接交流がある。

こ数回であることが多く、直接交流が可能となつ
|しかし、学校間交流は年|

ても移動の際に親が付き添いを求められるなど、多くの課題がある。卒流及
|

び共同学習|ま分けられた教育環墳が前提となるため、原則分離の黎育のまま
|

では障害者権利条約で規定しているィンクルーシブ教育墜実写しな|ヽ
。地ブ

|

社会の一員となる教育の在り方|い う観点から見直されるべきである。   |

以上を踏まえ、基本法には次の観点を盛り込むべきであぅ。   ‐    |

・ 障害のある子どもは、他の子どもと等しく熱育を受けぅ権利を有li子
|

の権利を実現するためにインクルニシブな教青制度を構築すること。   |

口 「障害の状態に応じ、十分な教育が受けられるようにする」という現行
|
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|,イ ンクル丁シブな教育制度と矛盾する恐れがあるため表現を改めること。

障害のある子どもとない子どもが、同じ場で共に学ぶことができること

を原則とするとともに、本人・保護者が望む場合に加えて、最も適切な言

語やコミュニケーションを習得するために特別支援学校 コ学級を選択でき

るようにすること。

本人・保護者の意に反して、地域社会での学びの機会を奪われることの

ないようにすること。

口 学校設置者は、当該障害者に必要な合理的配慮を提供することはもとよ

り、追加的な教職員の配置や施設 口設備の整備等の条件整備を行うために

計画的に必要な措置を講ずること。

・ インクルーシブな教育の原則を踏まえ、子ども同士のつながりを障害の

ない子どもと同程度にするように交流及び共同学習の実施方法を見直すこ

と。

(基本法改正に当たつて政府に求める皇項に関する意見)

○ 障害のある子どもの教育的二一ズに的確にこたえられる教育を提供する

多様で柔軟な仕組みを整備するとともに、そのために必要な合理的配慮や

必要な支援が提供されるために必要な施策を講ずること。        :

○ 障害のある子どもと障害のない子どもの交流及び共同学習について、互

いに地域社会を含む社会の■員としての相互理解が深められるよう必要な

施策を講ずること。 ‐

4)健康、医療  :

(推進会議の認識)    ・

1 障害者権利条約の考え方を踏まえ、すべての障害者が可能な限り最高水準
|
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の健康を享受し、その尊厳にハ)さ わしい生活を営むことができるよう、障害

に基づく差別なしに必要な医療が自らの選択によつて受けられるようにすべ

きであり、医療提供に当たつては、人権の尊重が徹底されなければならない。

こうした医療の提供は、地域生活を支援する必要なサー ビスの提供 と相互

に連携してなされなければならない。                 |
同時|と 、1先端医療分野で障害原因の軽減や根本治癒が再生医療として可能

となりつつある現状を踏まえ、この分野においても希少疾患として障害者が

取り残きれることがなし`ように、必要な措置が実施き講じられるべきである。

【地域生活を可能とする医療の提供】

障害者が安心して地域社会で生活を営むことができるためには、まずは、

障害に基づく医療拒否等の差別が禁止されなければならない。

また、医療及び医療的ケアの必要性が高い重症心身障害者や重度障害者等

が地域社会での日常生活を営むためには、医療及び医療的ケア (たん吸引、

経管栄養等)が 日常生活、社会生活の場において円滑に提供されなければな

らず、そのための体制確保が必須である。          |
さらには、日常生活における医療的ケアが、介助者等にも行えるようにす

るなど、地域生活のために必要な行為として制度的に保障される●きである。

【難病、その他希少疾患等に対する適切なサービス提供及び調査研究の推進】

難病、その他希少疾患等 (以下、「難病等」という。)1に ついては、本人、

家族や周囲の者はもとより、医療関係者においても適切かつ十分な理解がな

されておらず、これらの難病等に対して早期になすべき対応に遅れが出たり、

適切な医療が提供されなかうたり、地域社会で生活するうえで必要となる隼

活支雇のたあのサービスがない場合もある。

そこで、これらの難病等により支援の必要な状態にある人に対して、医療

面での対応として、身近なところで専門性のある医療サービスを受けること

ができる環境整備を進めるとともに、地域社会で生活するうえでの困難に対

して、その生活を支援するためのサービスが提供されなければならないし

さらに、障害の原因となるこれ らの難病等の予防や治療に関する調査及び

研究を推進することが必要である。
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【人権尊重の観点からの精神医療の体制整備】

精神医療の二ニズを十分に精査し:必要最低限かつ適正な数の病床数への

削減を行い、急性期 口重症患者等への医療の充実を図るとともに、入院を要

しない精神障害者への地域での医療提供体制を確保する。その際には、人権

への理解を含め高い資質を備えた者による医療サービス提供体制が確保され

なければならない。

入院及び隔離拘束の際の保護者に薔代わる公的機関 (司 法の関与を含む。)

の責任が明記されなければならない8

さらに、苦情処理、権利擁護などを行う第二者機関による新たな監視シス

テムが必要である。

今後、これまでの施畢導罐諄郵語夕■病院への入院を主体とする施策を転換

しで人権擁護に基づいた地域に根差した精神医療体制を構築すべきである。

また、精神障害者及び家族に対して、病状及び治療方針などの情報が十分

に提供されなければならない。

以上を踏まえ、基本法には次の観点を盛り込むべきである。

口 十分な説明を受けた上で、自由な意思に基づく同意・選択によつて障害

に基づく差別なしに必要な医療が受けられること。

口 医療及び医療的ケアの必要性が高い重症心身障害者や重度障害者等が地

域社会で自立した生活を営むことができるよう、日常生活、社会年活の場

において訪間医療等の必要な医療や生活支援サービスが提供されること。

口 日常生活における医療的ケアが、介助者等によっても行える体制の整備

がなされること。難病その他の疾患等により支援の必要な状態にある人に

Jま、身近なところで専門性のある医療が提供されるとともに、地域社会で

自立した生活を営むために必要なサニビスが提供されること:

・ 障害原因の軽減や根本治癒についての再生医療に関する研究開発の推進

が図れるよう必要な措置をとる取ること。        |
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難病等についての調査研究の推進がなされること。

・ 人権尊重の観点を踏まえた適切な精神医療の体制整備が図られること。

(基本法改正に当たつて政府に求める事項に関する意昇)|

0 障害者の人権に配慮しつつ、必要な医療が提供されるために必要な施策

を講ずること。           1    :

○ 障害者が地域社会で自立 した生活を営むことができるよう、日常生活に

おける可能な限り身近などころで必要な医療や支援サニ ビスが提供される

ために必要な施策を講ずること。

○ 障害の原因となる難病等の治療や症状の軽減に係る調査及び研究を推進

すること。  |

5)障害原因の予防                      ヽ

(推進会議の認識)   | :
「障害の予防」という表現には、「障害はあらではならず、治療しなければ

|

ならないもの」という否定的な障害観が反映されている反面、障害の悪化を |

防ぐことや、健康維持と適切な保健サ∵ビスの提供という観点から、疾病等 |

の早期発見、早期治療を含む予防の必要性を読みとることも可能である:

このようにこれまでの早期発見、早期治療による「障害の予防」にかかわ

る施策の背景として、①優生思想に基づく障害を杏定する考え方(②健康維

持と予防医学の観点から障害の原因となる傷病の発生予防や早期発見及び早

期治療を推進する考え方、③障害の原因となる難病等の予防及び治療に関す

る調査及び研究を推進する考えがあり、「障害の予防」という言葉をめぐつて

関係者の間で見解の相違が生じていたものと思われる。       、

早麹発見及び早期治療が優生思想や否定的な障害観に基づいて行われるこ

となく、誰もが適切な保健・医療サービスを安心して受けられるようにして

いかなければならない。
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|【「障害の予防」に対する基本的考え方】

| そこで、障害の原因となる傷病や疾病に対する予防対策は1障害者施策と

|してではなく、一般公衆衛生施策の中で行われていることから、「障害は不幸

である」といつた差別や偏見を与えかねない「障害の予防」という表現は避

けるべきである。

必要な情報提供の下で快適な生活を送るための健康の増進に不可欠な条件

整備の一環として、疾病等の発生原因解明のための基礎研究、治療法の開発・

改善に係る臨床研究に対して積極的な対策を講ずるべきである。

【予防と支援】

どのような障害があつても地域社会の中で育ち、学び、生活し、働くとい

った地域生活を実現していくためにも、障害の原因となる疾病等が早期発見

されることによつてtそれ以前の生活が脅かされることなく、他の者と同じ

地域社会で生活を送りながら、早期の段階から医療を含めた必要な支援を得

ることができる体制づくりが重要である。

以上を踏まえ、基本法には次の観点を盛り込むべきである。

・ 「障害の予防」という表現は使用しないこと。         |

・ 障害の原因となる疾病に対する予防対策は、一般公衆衛生施策の中で位

置付けられて行われること。

(基本法改正に当たつて政府に求める事項に関する意見)

〇 、障害に対する否定的な考え方を前提とする表現は用いないこと。

○ 障害の原因の予防のための施策は、公衆衛生又は医療IF係る施策のァ環

として講ずること6

6)精神障害者に係る地域移行の促進と医療における適正手続の確保

(推進会議の認識)
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障害者施策のなかでも、従来の精神障害者施策においては、保護と収容 1手
|

童きが置かれてきた|こ を背景として、
.し

わ`ゆる「社会的入院」患者が推定
|

で7万人いると言われる状況が存続している。    ′          |
また、精神陣害者の非自発的本院に関する現行+1度は、措置入院、医療保

護入院等の入院形態や「保護者,1度 Jも 含め、自由を募1奪することなく本人

の畠芭決定権を尊量す人書であることや家族の負担め軽減等の観点から本き

な問題を含んでいる。                '
精神障害者施策をめぐるこうした諸課題の解決に1ま、退院促進や地域生活

支援のサービスが有機的に連携して提供され、社会的入院を解消して地域社

会で生活できるよう現状からの具体的かつ速やかな移行の仕組みが構築され

なければならない。

同時に、自らの選択|こ より医療を受けることが基本であることを再確認■

2墨菱i華鼻

入院を選択せずに治療をうけられるようにするなど自らの意思に基づ生入院

自体が必要最小限になるよう図り:制度上の問題を多く含んでいう現行の精

神保健福祉法及び崖農観察法|こ ついては、その廃止を含め抜本的に見直し、

非自発的な医療が提供される場合には適正な手続が確保されるようにする必

要がある。

【社会的入院の解消】

精神障害者が長期間にわたり病院の開鎖 された空間での生活を強いられる

制度設計がなされてきたこ|を蕗まえ、国の責務として、精神障害者が地域

社会での自立 した生活、と移行することを支援 しt地域社会へのインクルー

ジョンを実現していくことが喫緊の課題となうていることに鑑み、以下の施

策を展開していくことが必要である9      、        :
・ 精神障害者及び家族への地域生活支援に関する十分な情報の提供。

日 精神医療は、地域に根季した医療体需1を基本とすること。地域

=援
を含

む不安や困難I三 対する常時不」用苛能な相談支援を24時間 365日 提供可能

な体制の整備。

三の仕組みを構築するにあたつては、地域社会で生活を営むことを基本と

してサービスが提供されなければならないb
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|【非自発的医療に係る人権尊重の観点からの適正手続の確保等】

1 精神障害者に係る非自発的な入院や医療上の処遇については、人権の尊重

|を徹底する観点から、適正な手続を確保することが不可欠である。特に、然

1下の点が重要である。    |     :
|口 非自発的な入院(隔離拘束等が行われる場合に、障害者権利条約を踏ま

| え、人権尊重の観点から、自らの判断と選択による医療の利用が基本であ

|,ぅ ことに鑑み、非自肇的な (本人の意に皮した又は本人の意思を確認する

| ことができない状態における)入院の際の他の者との平等に基づく具体的

| な適正手続の在 り方を明確化するとともに、第二者機関による監視等を含

め、現行制度を大幅に見直 し新たな仕組みを構築すること。

,医 療保護入院に係る同意を含む現行の「保護者制度」を抜本的に見直す

ことが必要である:すなわち、現行の医療保護入院市1度を廃上し、公的機

関がその役割を適切に果たすよう新たな仕組みを構築すること。

口 精神疾患を有する者の、急性期 菫重症患者等入院二一ズを精査した上で

の必要精神病床数を算出し、それを超えて現存する精神病:床については、

国の責務で肖1減 を行い、それに代わる地域での医療体市1を構築すること。

以上を踏まえ、基本法には次の観点を盛り込むべきである3

・ すべての精神障害者は、

(強制的な入院を受けることなく、地域社会1こ おいて必要な支援を受けな

がら自立した生活を営む権利があること。

=自 らの判断と選択による精神医療の利用が基本であるとともに、例外的

に非自発的な医療が行われる場合には、厳密で適正な手続きが確保される

こと。

(基本法改正に当たつて政府に求める事項に関する意見)

○ 精神障害者の地域移行を計画的に推進し、地域社会において必要な支援

を受けながら自立した生活を送れるようIご必要な施策を講ずるとともに、

精神医療の提供に当たつては、適正な手続きに従つて行われなければなら
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ないこと。
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